









県大と略記）とサンパウロ大学哲学文学人間科学部（Faculdade de Filosofia, 
























































































de Cooperação Internacional ‒ CCint-FFLCH）の担当者を交えた協議はすべてポ
ルトガル語でおこなわれる旨の連絡を受けていた私は、上川先生にすでに中部
国際空港を飛び立った飛行機の中で
























































































































































































































３） この講演は、USPのほか、ロンドリーナ州立大学（Universidade Estadual de São Paulo ‒ 

























































































　本稿表題のポルトガル語訳 “Cinco anos de Convênio Acadêmico Internacional 
entre a Faculdade de Filosofia, Letras e Ciências Humanas da Universidade de São 





































“Constituição ‘imposta’ e/ou Política ‘submissa’? A Sociedade Japonesa de Pósguerra 




７） Hiroaki Kawabata, “Algumas características do constitucionalismo histórico japonês”, in Aichi 
Prefectural University, Bulletin of Department of Japanese History and Culture—School of 
















2011年度 ０ ２ 上川通夫（2011年11月・USP）
「中世日本の災害と思想」










2015年度 ０ ２ 川畑博昭（11月・USP）
“Constituição ‘imposta’ e/ou Política submissa? A 
Sociedade Japonesa de Pósguerra sob o sistema imperial ou 
de Tennō”（邦題「『押し付けられた』憲法か、だから
こそ/それとも『言いなりの』政治か？──天皇制の
下での戦後日本社会」）
（*は協定締結以前であるが、協定による学生として USPが受入れた学生である。）
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追記
　予定通り、2015年11月25日、私は USP哲学文学人間科学部で、（邦題）「『押しつけられ
た』憲法か、だからこそ/それとも、『言いなりの』政治なのか？──天皇制の下での戦後日
本社会」と題して講演を行った。以下は、その様子である。（2015年12月21日記）
